
幕幕
末末
明明
治治
期期
のの
「「
王王
学学
」」
とと
「「
陽陽
明明
学学
」」
にに
つつ
いい
てて

吉吉
村村
家家
三三
代代
とと
東東
家家
二二
代代
をを
事事
例例
とと
しし
てて

荒荒

木木

龍龍

太太

郎郎

要要
旨旨本

稿
は
幕
末
期
明
治
期
の
「
王
学
」
か
ら
「
陽
明
學
」
へ
の
呼
称
の
変
遷
に
着

目
し
て
日
本
に
於
け
る
陽
明
思
想
認
識
の
変
化
を
考
察
し
た
。
考
察
は
井
上
哲
次

郎
の
『
日
本
陽
明
学
派
之
哲
学
』
の
観
点
を
参
考
に
し
、
呼
称
変
化
が
「
客
観
的

認
識
」
の
有
無
を
基
準
と
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

キキ
ーー
ワワ
ーー
ドド

王
学
、
陽
明
学
、
井
上
哲
次
郎
、『
日
本
陽
明
学
派
之
哲
学
』
、『
王
学
雜
誌
』
、

『
陽
明
学
』、
吉
村
秋
陽
、
東
敬
治
、
中
江
藤
樹

第第
一一
章章

幕幕
末末
期期
のの
「「
王王
学学
」」
とと
明明
治治
期期
のの
「「
陽陽
明明
学学
」」

幕
府
維
新
期
の
体
制
変
革
と
思
潮
の
激
変
は
、
幕
末
期
の
「
王
学
」（
陽
明

学
）
に
も
影
響
を
与
え
た
と
想
定
さ
れ
る
。
明
治
期
に
な
っ
て
も
幕
末
期
陽

明
学
者
の
言
説
は
雜
誌
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
ま
た
「
王
学
」
と
「
陽
明
学
」

の
呼
称
が
併
存
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

例
え
ば
幕
末
期
の
陽
明
学
者
で
『
王
学
堤
綱
』（
一
八
六
二
）
を
著
し
た
吉

村
秋
陽
（
一
七
九
七
～
一
八
六
六
）（
一
）

と
大
橋
訥
庵
（
一
八
一
六
～
一
八
六

二
）（
二
）

と
の
間
で
行
わ
れ
た
「
格
致
賸
議
」
論
争
（
三
）

（
一
八
五
〇
～
一
八
五

五
）
は
、
明
治
期
に
雜
誌
『
陽
明
学
』
（
下
記
Ａ
）
の
「
明
治
三
十
年
四
月
十

九
号
～
二
十
六
号
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
東
敬
治
（
四
）

刊
行
の
雜
誌
『
王
学
雜
誌
』
（
下
記
Ｃ
１
）
の
「
第
二
巻

九
号
：
明
治
四
十
年
」
に
秋
陽
の
孫
・
吉
村
彰
（
五
）

の
「
陽
明
学
の
大
意
」
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
第
二
巻
十
号
：
明
治
四
十
年
」
に
は
秋
陽
の
問
答
が
「
陽

明
学
問
答
」
（
楠
本
碩
水
（
六
）

寄
稿
）
と
し
て
掲
載
さ
れ
、
「
王
学
」
で
は
な
く

「
陽
明
学
」
と
題
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
今
日
、
日
本
に
於
け
る
幕
末
・
明
治
期
の
陽
明
思
想
に
言
及
す

る
場
合
、
必
ず
し
も
「
王
学
・
陽
明
学
の
両
者
」
を
区
別
し
な
い
で
一
括
し
て

「
陽
明
学
」
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
陽
明
思
想
に
対
す
る

認
識
・
対
応
は
、
明
治
維
新
の
前
後
で
は
異
な
る
と
想
定
す
る
の
が
妥
当
で

あ
ろ
う
。

そ
こ
で
「
王
学
」
と
「
陽
明
学
」
の
相
違
を
究
明
す
る
た
め
に
「
王
学
」

を
家
学
と
す
る
吉
村
家
三
代
（
秋
陽
：
子
・
斐
山
一
八
二
二
～
一
八
八
二
：

孫
・
彰
一
八
五
三
～
一
九
〇
八
）、
及
び
秋
陽
の
弟
子
・
東
沢
瀉
（
一
八
三
二

～
一
八
九
一
）
及
び
子
・
東
敬
治
（
一
八
六
〇
～
一
九
三
五
）
の
東
家
二
代

の
陽
明
思
想
へ
の
対
応
・
認
識
を
検
討
す
る
。
そ
の
考
察
に
あ
た
っ
て
は
「
王

学
者
」
の
秋
陽
に
詳
し
く
言
及
す
る
井
上
哲
次
郎
の
『
日
本
陽
明
学
派
之
哲

学
』
の
観
点
を
参
考
に
し
て
進
め
る
。

第第
二二
章章

「「
王王
学学
」」
とと
「「
陽陽
明明
学学
」」
のの
呼呼
称称

幕
末
期
陽
明
学
者
は
、
ほ
と
ん
ど
陽
明
思
想
を
「
王
学
」
と
呼
称
し
て
い

た
。
明
治
期
に
於
い
て
は
「
王
学
」
と
「
陽
明
学
」
の
呼
称
が
混
在
し
て
い

る
が
、
次
第
に
「
陽
明
学
」
が
優
勢
と
な
っ
て
い
く
。
そ
の
呼
称
の
変
遷
は

ど
の
よ
う
な
事
情
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
陽
明
学
」
の
呼
称
は
、
中
国
に
お
い
て
は
一
五
六
六
年
（
『
今
言
』
巻4

）

に
確
認
で
き
る
。
ま
た
『
明
史
』
に
も
「
陽
明
学
」
と
あ
り
（
七
）

、
昌
平
黌
に
遊
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学
し
た
「
王
学
者
」
た
ち
も
承
知
し
て
い
た
と
想
定
で
き
る
。

江
戸
期
に
於
け
る「
陽
明
学
」
の
認
知
・
呼
称
に
関
し
て
注
意
す
べ
き
は
、
安
東
省

庵
（
八
）

が
、
一
六
六
三
年
に
翻
刻
し
た
『
学
蔀
通
弁
』
で
あ
る
。
該
書
に
は
「
按

陽
明
学
専
説
悟
。
」
（
続
編
下
・
和
刻
本
）
と
い
う
言
説
が
あ
る
。
こ
の
書
は

一
八
五
七
年
に
官
版
と
し
て
も
出
版
さ
れ
て
お
り
、
呼
称
と
し
て
の
「
陽
明

学
」
は
す
で
に
認
知
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
幕
末
期
の
横
井
小
楠
（
一
八
〇
九
～
一
八
六
九
）（
九
）

は
「
遊
歴
聞

見
書
」
（
一
八
五
一
）
に
於
い
て
「
此
（
浅
野
遠
江
）
家
来
に
吉
村
重
助
（
秋

陽
）
と
申
す
人
有
之
。
佐
藤
一
斎
門
人
に
て
最
早
六
十
近
く
余
程
得
力
有
之
、

知
識
も
又
各
別
に
相
見
申
候
。･

･
･
･
･
･

。
此
重
助
学
意
は
例
の
陽
明
に
て
御

座
候
得
共
も･

･
･
･
･
･

。
山
陽
道
中
に
は
第
一
の
人
物
と
見
受
申
候
。
」
、
「
陽
明

学
は
熊
沢
（
蕃
山
：
一
六
一
九
～
一
六
九
一
）
一
人
」
と
述
べ
、
吉
田
松
陰

（
一
八
三
〇
～
一
八
五
九
）
の
『
己
未
文
稿
』（
一
八
五
九
）
で
は
「
陽
明
学
」

を
、
「
入
江
杉
蔵
宛
書
簡
」
（
一
八
五
九
）
で
は
「
朱
子
学
・
陽
明
学
」
を
使

用
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
当
時
、「
陽
明
学
」
の
呼
称
の
認
知
は
広
ま
っ
て
い
た
と
想
定

さ
れ
る
。
し
か
し
幕
末
期
に
陽
明
思
想
を
考
究
し
て
い
た
「
王
学
者
」
に
は

「
陽
明
学
」
の
使
用
例
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い
。
先
述
の
横
井
も
、
秋
陽
に
対

し
て
は
「
陽
明
学
」
で
は
な
く
「
例
の
陽
明
」
と
述
べ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
明
治
期
に
王
陽
明
に
関
す
る
雜
誌
・
書
籍
が
出
版
さ
れ
啓
蒙
運

動
が
盛
ん
に
な
り
、「
陽
明
学
」
と
い
う
呼
称
が
優
勢
と
な
っ
て
い
く
。

そ
の
中
の
下
記
の
雜
誌
「
Ａ
、
Ｃ
２
」
の
『
陽
明
学
』
に
は
明
治
三
十
三

年
（
一
九
〇
〇
）
に
『
日
本
陽
明
学
派
之
哲
学
』
（
以
下
、
Ｂ
書
、
に
略
）
を

出
版
し
た
井
上
哲
次
郎
の
論
考
を
掲
載
し
て
お
り
、
ま
た
井
上
は
「
Ｂ
書
：

日
本
陽
明
学
派
之
哲
学
」
で
吉
村
家
三
代
、
東
家
二
代
に
直
接
関
わ
る
記
述

を
し
て
い
る
。

以
下
、
井
上
の
言
説
に
沿
い
な
が
ら
「
王
学
」
と
「
陽
明
学
」
と
の
相
違

を
考
察
し
た
い
。

（
Ａ
）
吉
本
襄
：
鉄
華
書
院
『
陽
明
学
』

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
七
月
五
日
創
刊

～

三
十
三
年
五
月

二
十
日
七
十
九
・
八
十
合
併
号
終
刊

（
Ｂ
）
井
上
哲
次
郎
：
『
日
本
陽
明
学
派
之
哲
学
』

①

明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
十
月
十
三
日
初
版
発
行
序

②

明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
二
月
二
十
四
日
三
版
序

③
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
四
月
二
〇
日
四
版
序

④
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
十
一
月
十
七
日
の
重
訂
版
序

（
Ｃ
１
）
東
敬
治
：
明
善
学
社
『
王
学
雜
誌
』

明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
三
月
二
十
五
日
発
行

（
＊
『
王
学
雑
誌
』
第
三
巻
八
号
＝
『
陽
明
学
』
第
一
号
）

（
Ｃ
２
）
東
敬
治
：
明
善
学
社
を
陽
明
学
会
と
改
名
『
陽
明
学
』

明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
十
一
月
発
行
～
昭
和
三
年
四
月
一
日

第
一
九
八
号
、
終
刊
。

（
Ａ
）
の
雜
誌
名
は
『
陽
明
学
』
で
あ
る
が
、
掲
載
文
の
題
目
に
「
陽
明

学
」
の
使
用
が
二
例
見
ら
れ
る
他
は
「
王
陽
明
の
学
」
、
「
王
学
」
、
「
王
子
の

学
」
で
あ
る
。
注
意
す
べ
き
は
雜
誌
（
Ａ
）
「
第
一
号
：
明
治
二
十
九
年
」
の

巻
頭
に
掲
載
す
る
井
上
の
「
王
陽
明
の
学
を
論
ず
、
の
論
文
で
は
、
西
洋
哲

学
史
を
念
頭
に
置
い
て
陽
明
思
想
を
概
説
し
、「
支
那
の
哲
学
史
上･

･
･
･
･
･

」

「
王
陽
明
程
の
哲
学
者
」
「
王
陽
明
の
哲
学
」
「
王
陽
明
学
派
」
、
「
第
二
号
」

の
続
稿
で
は
「
陽
明
の
学
は
倫
理
学
」
と
述
べ
て
、
西
洋
の
学
術
概
念
に
当

て
は
め
て
整
理
、
説
明
し
て
い
る
。
井
上
の
陽
明
思
想
に
対
す
る
認
識
の
方

向
性
を
示
す
と
言
え
る
。
そ
の
見
地
で
「
陽
明
の
学
」
と
呼
称
し
、
王
学
者

が
「
王
陽
明
を
尊
崇
」（
第
一
号
）
し
た
と
述
べ
て
い
る
（
十
）

。
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以
下
、(

Ｂ
）
の
『
日
本
陽
明
学
派
之
哲
学
』
の
序
文
に
於
い
て
井
上
の
観

点
の
概
略
を
示
し
て
お
き
た
い
。

・
①
〔
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
九
月
二
十
四
日
初
版
序
〕
で
は
「
東

洋
哲
学
史
」
、
「
支
那
哲
学
」
「
印
度
哲
学
」
、
「
日
本
に
於
け
る
哲
学
思
想

の
発
達
」（
パ
リ
万
国
東
洋
学
会
で
の
講
述
題
目
）
と
述
べ
、「
日
本
哲
学

に
関
す
る
史
的
研
究
の
必
要
を
感
じ
聊
か
徳
教
の
淵
源
を
闡
明
し
学
派
の

関
係
を
尋
繹
せ
ん
こ
と
を
務
め
た
り
。･

･･
･
･･

陽
明
学
に
関
す
る
も
の
は

別
に
自
ら
一
部
を
成
す
。
因
り
て
之
を
「
日
本
陽
明
学
派
の
哲
学
」
と
名

づ
け
、･

･
･
･･

･

」
と
あ
る
。
井
上
は
「
日
本
哲
学
」
の
中
の
「
日
本
陽
明

学
派
の
哲
学
」
の
確
立
を
志
向
す
る
。

・
②
〔
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
二
月
二
十
四
日
三
版
序
〕
で
は
、「
陽

明
学
は
理
論
に
疎
く
し
て
認
識
に
缺
く
る
所
あ
り
と
雖
も
亦
内
外
一
致

を
期
し
、
修
得
の
工
夫
と
し
て
実
行
に
適
切
な
る
も
の
あ
る
」
と
述
べ

て
い
る
。
井
上
は
「
（
日
本
の
）
陽
明
学
」
は
理
論
よ
り
も
実
行
・
実
践

の
面
が
長
所
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

・
③
〔
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
四
月
二
十
日
四
版
序
〕
で
は
、
中
江

藤
樹
を
最
も
高
く
評
価
し
、「
陽
明
学
派
の
倫
理
思
想
は
今
よ
り
之
を
観

れ
ば
、
大
抵
主
観
主
義
的
に
偏
し
、
客
観
的
認
識
を
尊
重
す
る
の
念
に

乏
し
。･

･
･
･
･
･

主
観
的
に
偏
す
る
が
如
き
は
、
客
観
的
認
識
を
尊
重
す

る
の
念
に
よ
り
て
之
を
補
充
す
べ
き
な
り
。
然
れ
ど
も
主
観
的
の
倫
理

思
想
に
於
い
て
は
陽
明
学
派
の
多
年
寄
与
す
る
所
決
し
て
鮮
少
な
ら
ざ

る
な
り
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
井
上
は
「
（
日
本
の
）
陽
明
学
派
の
倫
理

思
想
」
は
主
観
的
で
あ
り
、「
客
観
的
認
識
」
が
必
要
と
述
べ
て
い
る
。

・
④
〔
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
十
一
月
十
七
日
の
重
訂
日
本
陽
明
学
派

之
哲
学
序
〕
で
は
、「
其
の
（
日
本
陽
明
学
派
の
）
特
色
を
簡
単
に
言
へ

ば
、
純
潔
玉
の
如
き
動
機
を
抱
き
、
壮
烈
乾
坤
を
貫
く
底
の
精
神
を
有

す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
此
学
派
に
は
博
学
多
識
の
学
者
を
覔
む
れ

ば
割
合
に
少
な
い
け
れ
ど
も
、
高
潔
俊
邁
の
君
子
人
と
実
際
家
と
は
比

較
的
多
い
の
で
あ
る
。
殊
に
中
江
藤
樹
の
如
き
は
、
古
今
稀
な
る
人
格

者
で
あ
る
。
今
は
祭
神
と
し
て
藤
樹
神
社
に
祀
り
て
居
る
が
、
そ
れ
は

決
し
て
偶
然
で
は
な
い
。
日
本
の
陽
明
学
は
固
よ
り
陽
明
に
淵
源
す
る

の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
然
れ
ど
も
半
ば
は
藤
樹
学
で
あ
る
。」
と
述
べ
て

い
る
。

井
上
は
「
日
本
の
陽
明
学
派
」
の
特
色
は
、
「
純
潔
の
動
機
」
「
壮
烈
の
精

神
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
具
現
す
る
の
が
「
高
潔
俊
邁
の
君
子
人
と
実
際
家
」

の
中
江
藤
樹
で
あ
る
と
す
る
。「
日
本
陽
明
学
」
は
「
陽
明
」
に
淵
源
す
る
が
、

「
藤
樹
学
」
の
系
統
と
し
、
そ
れ
が
特
色
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

こ
の
観
点
で
、
幕
末
期
の
「
吉
村
秋
陽
、
奥
宮
慥
斎
、
春
日
潜
庵
、
池
田

草
庵
、
東
沢
寫
の
徒
は
皆
篤
学
の
士
に
し
て
力
を
心
術
に
用
い
る
」
（
Ｂ
書
・

第
四
篇
・
中
斎
以
後
の
陽
明
学
派
：
五
三
五
頁
）
と
す
る
。
今
日
の
時
点
で

は
、「
王
学
」
と
さ
れ
る
主
だ
っ
た
「
幕
末
維
新
期
の
日
本
陽
明
学
者
」
は
、

「
吉
村
秋
陽
（
家
学
を
継
い
だ
吉
村
斐
山
も
含
め
て
良
い
）・
池
田
草
庵
・
春

日
潜
庵
・
東
沢
瀉
」
が
該
当
す
る
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
吉
村
秋
陽
に
つ
い
て
は
「
江
戸
に
游
び
、
佐
藤
一
斎
の
門
に
入
り
、

始
め
て
陽
明
の
学
を
修
め
、
終
身
其
主
義
を
守
り
て
渝
（
か
わ
）
ら
ず
」
（
Ｂ

書
：
五
三
六
頁
）
「
秋
陽
一
た
び
王
学
を
一
斎
に
受
け
し
よ
り
深
く
之
を
崇
信

し
、
終
身
其
圏
套
中
に
留
ま
れ
り
。
」
（
Ｂ
書
：
五
三
七
頁
）
、
「
秋
陽
別
に
一

家
の
創
見
あ
る
に
あ
ら
ざ
る
も
、
其
志
は
頗
る
厚
し
。
」
（
同
上
）
、
「
秋
陽
、

深
く
中
江
藤
樹
を
追
慕
し
、
曾
て
藤
樹
先
生
真
蹟
の
跋
を
作
る
」（
同
）
と
評

す
る
（
十
一
）

。
秋
陽
を
藤
樹
の
学
統
に
置
き
、
「
王
学
」
を
「
崇
信
」
し
た
と
認

識
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
整
理
す
る
と
、
井
上
は
「
幕
末
期
日
本
陽
明
学
」
は
、
「
陽
明
に
淵

源
」
す
る
が
、
「
藤
樹
学
」
の
系
統
で
あ
る
。
そ
こ
に
佐
藤
一
斎
系
統
の
「
陽
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明
の
学
」
「
王
学
」
を
認
め
、
「
王
学
者
」
に
対
し
て
「
心
術
に
努
め
る
」
「
篤

学
の
士
」
と
評
価
し
な
が
ら
も
、
そ
の
学
術
の
性
格
は
「
主
観
的
倫
理
学
」
で

あ
っ
て
「
客
観
的
認
識
」
が
不
足
と
指
摘
す
る
。「
王
学
は
主
観
的
（
に
偏
る
）」

（
Ｂ
書
・
結
論
：
六
二
七
頁
）
「
王
学
者
は
客
観
的
智
識
を
求
め
な
い
。
」（
Ｂ

書
・
結
論
：
六
二
九
頁
）
と
見
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
井
上
に
よ
る
と
明
治
期
の
「
陽
明
学
」
の
方
向
は
「
学
理
の
研
究
」

（
Ｂ
書
・
結
論
：
六
三
〇
頁
）
、
陽
明
思
想
に
対
す
る
客
観
的
認
識
・
対
応
を

志
向
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
謂
わ
ば
「
客
観
的
認
識
・
考
察
の
陽
明
学
」
の
主

張
で
あ
る
（
十
二
）

。
陽
明
思
想
へ
の
認
識
・
対
応
の
相
違
で
あ
る
。

こ
こ
に
幕
末
期
「
王
学
（
日
本
陽
明
学
）
」
と
明
治
期
の
「
陽
明
学
」
の
分

岐
点
、
志
向
性
の
相
違
を
確
認
で
き
る
。
藤
樹
系
統
の
「
王
学
」
で
は
な
く
、

客
観
的
認
識
に
よ
る
「
陽
明
学
」
へ
の
志
向
で
あ
り
、「
崇
信
」
の
対
象
、
体

認
か
ら
学
究
・
研
究
へ
の
認
識
の
転
換
で
あ
る
。
そ
の
一
端
が
（
Ｂ
）
の
「
叙

論
」
の
朱
子
学
と
陽
明
学
の
異
同
説
く
に
に
当
た
っ
て
の
テ
ー
マ
設
定
に
現
れ

て
い
る
。
即
ち
（
１
）
為
学
の
方
法
：
朱
王
の
異
同
―
朱
子
は
帰
納
法
、
陽
明

は
演
繹
法
。（
２
）
理
気
論
：
朱
子
は
理
気
二
元
、
陽
明
は
理
気
合
一
。（
３
）

朱
子
は
心
理
二
分
、
陽
明
は
心
即
理
、
格
物
窮
理
の
相
違
。
（
４
）
知
識
と
経

験
。
朱
子
学
は
経
験
論
、
陽
明
は
唯
心
論
。
（
５
）
朱
子
は
知
先
行
後
、
学
理

を
重
視
、
陽
明
は
知
行
合
一
、
実
行
を
尊
重
、
な
ど
。
こ
れ
ら
の
問
題
視
角
、

考
究
の
項
目
分
類
は
「
王
学
」
で
は
意
識
化
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

第第
三三
章章

家家
学学
「「
王王
学学
」」
かか
らら
「「
陽陽
明明
学学
」」
へへ
のの
推推
移移

井
上
の
「
客
観
的
陽
明
学
」
の
提
唱
の
状
況
の
中
で
、
家
学
の
「
王
学
」

を
継
承
す
る
東
敬
治
、
ま
た
吉
村
彰
は
ど
の
様
に
対
応
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
Ｃ
１
）
『
王
学
雜
誌
』
、
（
Ｃ
２
）
『
陽
明
学
』
は
、
秋
陽
の
弟
子
東
沢
瀉

の
嗣
子
・
東
敬
治
（
一
八
六
〇
～
一
九
三
五
）
が
発
刊
す
る
。（
Ｃ
１
）「
第1

号
」
の
目
次
に
は
「
陽
明
学
と
華
厳
の
法
界
観
」
、「
王
陽
明
学
と
神
道
」
、「
予

が
陽
明
学
」
、
「
王
学
の
概
要
」
（
東
敬
治
）
、
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
「
嘗
て
旧
藩
時
代
に
於
い
て
我
薩
藩
に
も
、
世
に
王
学
あ
る
を
ば
已
に
知

し
も
、
陽
明
の
学
は
あ
ら
っ
ぽ
い
と
ゆ
う
評
判
も
あ
り
し
が･

･
･
･
･
･

。
因
り

て
予
は
深
く
王
学
に
心
服
す
る
所
あ
る
と
同
時
に
王
学
者
に
望
む
所
あ
り
。」

（
「
王
学
者
に
冀
望
す
」
海
江
田
子
爵
）
と
の
言
説
も
あ
る
。「

王
学
」
と
「
陽

明
学
」
の
呼
称
が
が
混
在
し
て
い
る
。

そ
し
て
雜
誌
名
が
（
Ｃ
１
）
明
善
学
舎
『
王
学
雜
誌
』
か
ら
（
Ｃ
２
）
陽

明
学
会
『
陽
明
学
』
に
改
名
さ
れ
る
。（
Ｃ
２
）『
陽
明
学
』「
一
号
～
三
号
」

に
は
、（
Ａ
）
『
陽
明
学
』
所
載
の
「
王
陽
明
の
学
を
論
ず
」（
井
上
哲
次
郎
）

と
同
文
を
「
陽
明
学
に
就
い
て
」
と
改
題
し
て
再
掲
載
し
て
い
る
（
十
三
）

。
客
観

的
認
識
を
念
頭
に
置
い
た
「
脱
崇
信
」
「
脱
信
奉
」
の
方
向
を
示
す
も
の
と
言

え
よ
う
。

こ
の
（
Ｃ
２
）
「
第
二
巻
九
号
：
明
治
四
十
年
」
に
は
「
陽
明
学
の
大
意
」

（
吉
村
彰
）
、
「
陽
明
学
問
答
」（
秋
陽
：
前
出
：
十
号
）
が
あ
る
。
秋
陽
の
孫

で
あ
る
吉
村
彰
は
「
陽
明
学
」
を
使
用
し
、
ま
た
秋
陽
の
問
答
が
「
陽
明
学

問
答
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

吉
村
彰
の
論
考
「
陽
明
学
の
大
意
」
は
、

陽
明
思
想
の
概
略
を
説
明
す
る
内
容
で
あ
る
が
、
難
解
な
陽
明
の
「
知
行
合

一
」
を
「
知
の
真
切
篤
実
の
処
は
即
ち
是
れ
行
、
行
の
明
覚
精
察
の
処
は
、

即
ち
是
れ
知
」
（
『
伝
習
録
』
巻
中
答
顧
東
橋
書
）
に
依
拠
し
て
説
明
し
、
知

行
合
一
の
本
旨
が
「
本
（
良
知
本
来
）
に
か
え
る
」
こ
と
で
あ
る
と
正
し
く

理
解
し
て
い
る
。
さ
ら
に
陽
明
思
想
を
「
心
学
」
と
し
て
把
握
し
、
同
じ
く

心
学
で
あ
る
禅
と
の
相
違
が
「
理
」
の
有
無
に
あ
る
と
し
、
ま
た
朱
子
学
と

の
相
違
を
『
大
学
』
解
釈
に
あ
る
と
し
つ
つ
、
そ
の
一
致
点
を
「
慎
独
」
で

あ
る
と
の
創
見
を
示
し
、
朱
子
の
『
大
学
章
句
』
の
長
所
を
指
摘
し
て
い
る
。

陽
明
学
を
朱
子
学
、
禅
宗
と
比
較
検
討
し
考
察
を
進
め
て
お
り
、「
王
学
」
の

「
崇
信
」
の
方
法
か
ら
脱
却
す
る
客
観
的
考
察
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
出
の
井
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上
の
陽
明
学
の
解
説
と
同
様
の
志
向
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

東
敬
治
も
「
陽
明
学
一
班
」（
Ｃ
１
『
王
学
雜
誌
』
五
号
）
に
「
陽
明
学
は

陽
明
先
生
の
学
」
、
「
研
究
」
「
研
究
方
法
」
と
い
う
語
を
使
用
す
る
が
、
「
信

奉
」
「
練
心
の
学
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
吉
村
彰
ほ
ど
に
は
、
「
王
学
」
と

「
陽
明
学
」
の
区
別
は
明
瞭
で
は
な
か
っ
た
。

「
世
間
学
者
は
先
ず
陽
明
先
生
の
事
業
を
知
り
て
其
の
徳
を
慕
い
其
学
説

を
研
究
し
て
其
道
を
知
り
以
て
其
事
功
の
由
る
所
を
詳
ら
か
に
す
る
に
至
り

て
遂
に
沛
然
と
し
て
深
く
之
を
信
奉
す
る
も
の
多
き
な
り
。
且
陽
明
の
学
と

雖
も
予
（
敬
治
）
が
見
る
所
を
以
て
す
れ
ば
其
実
は
是
れ
一一
種
の
練
心
の
方

な
り
。･

･
･
･
･
･

練
心
の
学
な
り
。
」（
「
陽
明
学
一
班
」）

東
敬
治
は
雜
誌
名
を
『
王
学
雜
誌
』（
明
治
三
十
九
年
）
か
ら

『
陽
明
学
』

（
明
治
四
十
一
年
）
へ
と
変
更
し
た
。
呼
称
は
「
陽
明
学
」
で
あ
る
が
幕
末

「
王
学
」
志
向
の
要
素
を
示
し
て
い
る
。

井
上
の
区
別
に
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
た
幕
末
期
の
「
王
学
崇
信
」
か
ら
明

治
期
の
「
陽
明
学
研
究
」
へ
の
認
識
の
転
換
へ
の
対
応
は
、
そ
れ
に
合
致
す

る
吉
村
彰
も
あ
っ
た
が
東
敬
治
の
よ
う
に
呼
称
は
「
陽
明
学
」
に
変
更
し
て

も
内
実
の
認
識
は
「
王
学
」
志
向
と
い
う
実
情
も
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ

う
。た

だ
注
意
す
べ
き
は
、
そ
の
推
移
に
於
い
て
、
「
王
学
」
の
よ
う
に
一
個
人

の
心
の
修
養
に
止
ま
る
の
で
は
な
く
、
対
社
会
的
能
動
性
、
啓
蒙
運
動
へ
の

志
向
を
示
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。（
Ｃ
１
）『
王
学
雜
誌
』「
明
善
学
社
規
則
」

第
一
条
に
「
本
社
は
陽
明
王
子
の
学
を
振
興
し
以
て
世
道
人
心
の
扶
植
に
資

す
る
を
目
的
と
す
」

と
表
明
し
、
こ
れ
と
同
文
を
『
陽
明
学
』
「
陽
明
学
会

会
則
第

条
」
に
も
掲
載
し
て
い
る
こ
と
に
表
れ
て
い
る
。

1

第第
四四
章章

明明
治治
期期
のの
家家
学学
「「
王王
学学
」」
のの
背背
景景

上
述
の
「
王
学
」
か
ら
「
陽
明
学
」
へ
の
認
識
の
転
換
に
は
、「
学
制
」
の

発
布
（
明
治
五
年
）
が
決
定
的
契
機
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
「
王
学
」
の
基

盤
で
あ
っ
た
家
塾
が
「
不
許
可
」
と
な
る
。
吉
村
斐
山
は
、「
西
洋
の
気
風
が

ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
り
当
県
（
広
島
）
な
ど
は
純
粋
の
支
那
学
は
廃
棄
し
、

家
塾
で
あ
っ
て
も
文
部
省
の
小
学
教
則
を
規
準
に
し
て
開
業
す
べ
し
、
と
い

う
布
告
が
あ
り
」
（
明
治
五
年
十
二
月
一
日
：
拙
著

一
三
二
頁
）
と
池
田
草

庵
に
述
べ
る
。
ま
た
今
日
「
儒
教
の
経
籍
の
修
業
に
及
ぶ
者
は
い
な
い
」
と

述
べ
、
明
治
十
三
年
に
は
家
塾
（
「
咬
菜
塾
」
）
を
廃
業
す
る
。
そ
の
後
、
秋

陽
の
孫
・
彰
が
「
漢
学
専
門
修
業
志
願
者
」
に
限
定
し
て
「
漢
学
専
門
留
正

書
院
」
を
開
塾
（
明
治
十
三
年
）
し
た
。
こ
の
よ
う
な
「
王
学
」「
家
学
」
を

取
り
巻
く
環
境
の
激
変
が
背
景
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
十
四
）

。

第第
五五
章章

今今
後後
のの
課課
題題

今
回
は
、
呼
称
に
よ
る
外
面
か
ら
の
考
察
を
行
い
思
想
内
容
ま
で
は
踏
み
込

ん
で
は
い
な
い
。
今
後
、
詳
細
に
考
究
す
る
予
定
で
あ
る
。
例
え
ば
井
上
は
、

秋
陽
・
草
庵
を
別
段
区
別
し
な
い
で
「
藤
樹
派
」
と
一
括
し
て
論
じ
て
い
る
。

し
か
し
陽
明
を
支
持
す
る
秋
陽
と
劉
念
台
を
支
持
す
る
池
田
草
庵
・
春
日
潜
庵

と
は
、
「
王
学
」
の
思
想
的
内
容
が
異
な
る
。
ま
た
秋
陽
研
究
の
基
本
資
料
で

あ
る
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
刊
行
の
『
読
我
書
楼
遺
稿
』
は
明
治
二

年
（
一
八
六
九
）
、
秋
陽
の
「
文
草
」
を
斐
山
が
四
冊
に
ま
と
め
、
草
庵
の
助

言
を
得
て
三
分
の
一
に
編
輯
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
念
台
を
支
持
す
る
草
庵

の
見
方
に
引
き
つ
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
（
十
五
）

。
今
後
、
「
王
学
者
」

の
受
容
し
た
陽
明
思
想
は
丁
寧
に
考
察
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

注注（
一
）

吉
村
秋
陽
は
（
名
は
晋
。
字
は
重
助
。
佐
藤
一
斎
門
下
）
広
島
三
原
支
藩

の
儒
者
で
あ
り
、

佐
藤
一
斎
（
名
は
坦
。
幕
府
儒
官
・
一
七
七
二
～
一
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八
五
九
）
の
厚
い
信
頼
を
得
た
。
『
王
学
堤
綱
』
（
文
久
二
年
・
一
八
六

二
）
刊
。
尚
、
吉
村
家
三
代
に
つ
い
て
は
拙
著
『
吉
村
秋
陽

東
沢
瀉
』

（
叢
書

日
本
の
思
想
家

：
秋
陽
を
担
当
・
一
九
八
二
）
を
参
照
。

46

（
二
）

大
橋
訥
庵
（
一
八
一
六
～
一
八
六
二
）
は
、
佐
藤
一
斎
に
師
事
し
、
学
問

は
陸
王
学
か
ら
劉
念
台
、
そ
し
て
朱
子
学
と
変
遷
す
る
。

（
三
）
「
格
致
賸
議
」
に
関
す
る
両
者
の
議
論
は
「
陽
明
思
想
は
念
台
思
想
を
包

摂
あ
う
る
か
否
か
」
が
論
点
で
あ
る
。
「
格
致
賸
議
」
関
す
る
経
緯
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。
（
１
）
大
橋
訥
庵
か
ら
（
陸
王
の
立
場
で
）
「
与
人

論
陸
王
書
」〔
弘
化
三
年
：
一
八
四
六
）
〕
を
送
付
。（
２
）「
格
致
賸
議
」

〔
翌
嘉
永
元
年
：
一
八
四
八
）
〕
を
大
橋
に
送
付
。
（
３
）
大
橋
訥
庵
は

「
論
格
致
賸
議
」
（
嘉
永
三
年
：
一
八
五
〇
）
を
著
し
劉
念
台
思
想
の
立

場
か
ら
批
判
を
し
た
。
（
４
）
秋
陽
「
弁
復
書
」
（
嘉
永
四
年
：
一
八
五

一
）
で
反
論
。

（
四
）

東
敬
治
は
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
陽
明
学
の
顕
彰
・
普
及
に
尽
力
し

た
。
東
沢
瀉
、
名
は
正
純
、
字
は
崇
一
・
崇
一
郎
、
沢
瀉
は
号
。
一
八

三
二
～
一
八
九
一
。
佐
藤
一
斎
に
従
学
し
、
一
八
五
五
年
に
秋
陽
に
入

門
。

（
五
）

吉
村
斐
山
、
名
は
駿
。
字
景
崧
、
通
称
は
隆
藏
。
秋
陽
の
養
子
。
一
斎
門

下
。
一
八
二
二
～
一
八
八
二
。「
秋
陽
を
紹
い
で
、
能
く
家
学
を
な
せ
る

も
の
な
り
」（
井
上
：
Ｂ
書

五
四
三
頁
）
と
評
さ
れ
る
。

吉
村
彰
、
字
は
世
美
、
号
は
白
斎
、
古
処
。
一
八
五
三
～
一
九
〇
八
。

明
治
八
年
広
島
で
小
学
校
教
員
第
一
号
と
な
り
、
広
島
師
範
学
校
に
奉

職
。）

（
六
）

楠
本
碩
水
（
一
八
三
二
～
一
九
一
六
）
は
兄
の
楠
本
端
山
（
一
八
二
八
～

一
八
八
三)

と
も
に
朱
子
学
。
端
山
は
一
斎
の
代
理
の
秋
陽
・
訥
庵
か
ら

指
導
を
受
け
て
い
る
。

（
七
）
『
明
史
』
で
は
「
学
者
翕
然
従
之
。
世
遂
有
陽
明
学
云
。
」
（
巻
一
九
五
・

列
伝
八
三
）
、「
陽
明
学
派
、
以
龍
谿
、
心
斎
為
得
其
宗
。
」
（
巻
二
八
三
・
列

伝
一
七
一
・
儒
林
伝
四
）
と
あ
る
。

（
八
）

安
東
省
庵
、
名
は
守
約
、
字
は
魯
黙
・
一
六
二
二
～
一
七
〇
一
。
柳
川
藩
儒
。

一
六
五
九
年
日
本
に
帰
化
し
た
朱
舜
水
（
一
六
〇
〇
～
一
六
八
二
）
に
師

事
。

（
九
）

横
井
小
楠
（
一
八
〇
九
～
一
八
六
九
）
。
吉
田
松
陰
（
一
八
三
〇
～
一
八

五
九
）。

（
十
）

井
上
は
、
「
王
学
者
」
の
み
な
ら
ず
、
江
戸
期
の
儒
学
者
は
朱
子
学
・
陽

明
学
に
対
し
て
「
尊
崇
」
し
て
い
た
と
認
識
し
て
い
る
。
（
Ａ
掲
載
「
王

陽
明
の
学
を
論
ず
」
）。
ま
た
こ
の
論
考
で
は
、
陽
明
学
者
の
基
準
、
ま
た

分
類
も
曖
昧
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
十
一
）

秋
陽
四
十
七
才
（
天
保
十
四
年
四
月
一
日
）
藤
樹
書
院
で
『
古
本
大
学
』
、

致
良
知
を
講
釈
す
る
。
ま
た
『
読
我
書
楼
遺
稿
』
巻
二
・
「
跋
藤
樹
先
生

真
蹟
」
が
あ
る
。

（
十
二
）

井
上
は
、
客
観
性
を
欠
い
た
主
観
的
な
「
陽
明
学
」
と
し
て
「
王
学
」、

「
王
学
者
」
と
表
現
す
る
（
Ｂ
書
「
結
論
」
六
二
三
頁
、
「
王
学
は
主
観

的
に
偏
す
る
」
）。
井
上
が
「
王
学
＝
陽
明
学
」
に
対
し
て
意
図
し
て
い
る

の
は
、
客
観
的
認
識
を
備
え
た
「
陽
明
学
」
と
な
ろ
う
。

（
十
三
）

井
上
の
（
Ａ
）（
Ｃ
２
）
の
文
中
で
佐
藤
一
斎
の
後
に
「
春
日
潜
庵
、
池

田
草
庵
、
山
田
方
谷
、
雲
井
龍
雄
」
を
「
王
陽
明
を
尊
崇
」
す
る
者
と
し

て
紹
介
し
て
い
る
が
、
秋
陽
・
沢
瀉
は
な
く
、
雑
然
と
世
間
一
般
の
見
方

で
羅
列
し
た
よ
う
で
あ
る
。

（
十
四
）

東
敬
治
は
大
正
十
一
年
ご
ろ
、
投
稿
者
の
大
塚
豊
三
郎
宛
の
書
簡
で
「
雜

誌
に
出
す
に
は
漢
文
を
用
い
ず
（
中
略
）
漢
文
を
読
む
者
は
殆
ど
な
い
」

「
文
辞
を
今
少
し
成
る
べ
く
俗
人
に
分
か
る
よ
う
に
せ
ら
れ
た
し
。（
中

略
）
手
紙
を
書
く
が
如
き
口
振
り
に
作
る
べ
し
」
と
の
要
望
を
伝
え
て
い
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る
。
（
林
光
雄
『
伊
予
・
予
子
林
の
陽
明
学
者

大
塚
豊
三
郎
』
八
十
一

頁
）。
こ
れ
も
時
代
の
趨
勢
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
十
五
）

具
体
的
に
は
「
文
草
」
中
の
「
随
筆
語
錄
類
」（
九
十
七
条
中
七
十
一
条

が
未
刊
）
の
未
刊
部
分
に
お
い
て
「
当
下
」「
無
善
無
悪
」（
五
十
八
才
）
、

「
渾
然
一
体
」
（
六
十
一
才
）
を
説
い
て
お
り
、
陽
明
思
想
の
基
本
線
に

立
脚
し
て
い
る
こ
と
を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
。
加
え
て
「
文
草
」
に
は

陽
明
思
想
を
受
容
し
た
大
塩
平
八
郎
へ
の
書
簡
稿
が
含
ま
れ
る
（
「
読
我

書
楼
長
暦
」
天
保
四
年
十
月
七
日
、
十
一
月
十
一
日
、
十
二
月
二
十
四

日
に
書
簡
の
往
復
を
確
認
で
き
る
。
）
が
、
刊
行
本
で
は
省
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
関
し
て
は
現
在
検
討
を
進
め
て
お
り
、
別
稿
に
て
詳
述
す
る

予
定
で
あ
る
。

附附
記記

＊
本
稿
は
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
心
学
と
東
ア
ジ
ア
儒
学
」（
令
和
六
年
七
月

二
五
日
・
九
州
大
学
）
で
の
発
表
原
稿
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

＊
＊
本
研
究
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
学
研
究
費
基
盤
研
究2

0
K
K
0
0
0
6
6

の
助
成
を
受

け
た
も
の
で
あ
る
。

― 40 ―


